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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第18期

第２四半期連結
累計期間

第18期
第２四半期連結
会計期間

第17期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 2,275,3301,172,3357,634,414

経常利益 (千円) 15,805 4,031 290,128

四半期(当期)純利益 (千円) 4,775 602 167,228

純資産額 (千円) ― 2,196,5062,262,789

総資産額 (千円) ― 5,140,8106,055,511

１株当たり純資産額 (円) ― 109,170.32112,464.70

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 237.36 29.96 8,311.53

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 42.7 37.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △21,358 ― △140,545

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △90,839 ― 11,466

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △183,975 ― △223,847

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 348,037 644,211

従業員数 (名) ― 51 59

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま　　

　　　 　 せん。
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２ 【事業の内容】

　

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年９月30日現在

事業の種類別セグメントの名称 従業員数(名)

戸建分譲住宅事業 33

不動産仲介事業 13

全社（共通） 5

合計 51

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　全社(共通)は、管理課の従業員であります。　

３　従業員が当第２四半期連結会計期間において９名減少しておりますが、不動産仲介事業において一部事業縮小

を行ったことによるものです。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 38

(注) 　従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

戸数
生産高
(千円)

戸建分譲住宅事業

建売住宅 25 632,603

請負住宅等 21 302,942

不動産仲介事業 ― ―

合計 46 935,545

(注) １　当第２四半期連結会計期間中に完成した物件の販売価格を以って生産高としております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　請負住宅等における「戸数」に関して、少額のリフォーム工事等を含んでおりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間 
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

受注高(千円) 受注残高(千円)

戸建分譲住宅事業

建売住宅 791,770 250,520

請負住宅等 336,794 306,433

不動産仲介事業 ― ―

合計 1,128,564 556,953

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　建売住宅は契約を以って受注としております。

４　請負住宅等における「戸数」に関して、少額のリフォーム工事等を含んでおりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間 
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

戸数 販売高(千円)

戸建分譲住宅事業

建売住宅 31 829,919

請負住宅等 21 302,942

不動産仲介事業 ― 39,474

合計 52 1,172,335

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　建売住宅には、土地のみの販売（戸数２戸、販売高32,267千円）が含まれております。

２　請負住宅等における「戸数」に関して、少額のリフォーム工事等を含んでおりません。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱フェニックス建設 136,414 11.6

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　　建築請負契約

契約会社名 相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

当社 ㈱フェニックス建設 取引基本契約 戸建住宅の建築請負
平成15年７月締結
期間１年間自動更新
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、4,049百万円となり、前連結会計年度末　　　　　　　

　　　　　に比べ931百万円減少いたしました。これは、現金及び預金が251百万円、受取手形及び完成工事

未収入金が218百万円、たな卸資産が463百万円それぞれ減少したことなどによります。 　　　　　　　　　　　

　

　　　（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、1,091百万円となり、前連結会計年度末に比べ

17百万円増加いたしました。これは、建設仮勘定が18百万円増加したことなどによります。　　　　　　　　　

　

　

　　　（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、2,133百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,021百万円減少いたしました。これは、支払手形及び工事未払金が624百万円、１年内返済予定の長

期借入金が284百万円、１年内償還予定の社債が35百万円それぞれ減少したことなどによります。

　

　　　（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、810百万円となり、前連結会計年度末に比べ172

百万円増加いたしました。これは、社債が205百万円増加し、長期借入金が32百万円減少したことなど

によります。　　　　　

　

　　　（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、2,196百万円となり、前連結会計年度末に比

べ66百万円減少いたしました。これは、配当金の支払い50百万円による減少などによります。　
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（2）経営成績の分析

 （売上高）

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高(千円) 構成比(％)

戸建分譲
住宅事業

建売住宅 829,919 70.8

請負住宅等 302,942 25.8

不動産仲介事業 39,474 3.4

合計 1,172,335100.0

当第２四半期連結会計期間におきましては、ガソリン価格の高騰をはじめとした諸物価の上昇等の将

来不安を起因と見られる顧客の住宅の買い控えが見受けられました。

その結果、戸建分譲住宅の売上高は1,132百万円、不動産仲介事業の売上高は、39百万円となりました。

　

 （売上総利益）

　 当第２四半期連結会計期間の売上総利益は、161百万円となりました。

　

 （営業利益）

　 当第２四半期連結会計期間の営業利益は、19百万円となりました。

　

 （経常利益）

 当第２四半期連結会計期間の経常利益は、４百万円となりました。

　

 （四半期純利益）

 当第２四半期連結会計期間の四半期純利益は、0.6百万円となりました。
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（3）キャッシュ・フローの分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純

利益を４百万円、売上債権の減少額103百万円、たな卸資産の減少額157百万円等により資金を獲得し

ましたが、仕入債務の減少額294百万円等の支出の結果、22百万円の収入となりました。　

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得

による支出22百万円、有形固定資産の取得による支出16百万円等の結果、45百万円の支出となりまし

た。　

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金による収

入110百万円、社債の発行による収入295百万円等により資金を獲得しましたが、長期借入金の返済に

よる支出258百万円、社債の償還による支出55百万円等の結果、86百万円の収入となりました。　　

　

　　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は348百万円となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重

　　要な変更及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000

計 70,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,120 20,120
大阪証券取引所
（市場第二部）

―

計 20,120 20,120 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成20年４月１日～
― 20,120 ― 578,800 ― 317,760

 平成20年９月30日　

　

EDINET提出書類

株式会社誠建設工業(E04049)

四半期報告書

10/26



(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社誠インベスト 大阪府堺市中区深井北町3169番地 6,430 31.9

株式会社誠リサーチ 大阪府堺市中区土師町５丁60-７-１ 1,600 7.9

小　島　俊　雄 大阪府大阪狭山市 1,200 5.9

小　島　一　誠 大阪府大阪狭山市 1,040 5.1

株式会社フェニックス建設 大阪府堺市中区土師町５丁60-７-１ 715 3.5

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 644 3.2

株式会社サクセスインベスト 大阪府堺市北区中長尾町４丁５-21 629 3.1

小　島　朝　子 大阪府大阪狭山市 480 2.3

ステートストリートバンクアン
ドトラストカンパニー505025 
(常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行)

P.O.BOX 351 ボストン マサチューセッツ
02101　　U.S.A 
(東京都中央区日本橋兜町６番７号)

436 2.1

小　島　真貴子 大阪府大阪狭山市 400 1.9

計 ― 13,574 67.4

（注）次の法人から平成18年４月13日付で大量保有報告書の提出があり（報告義務発生日　平成18年３月31日）、次　　

 のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期会計期間末における当該法人名義の実

 質所有株式数の確認ができませんので、上記の「大株主の状況」では考慮しておりません。　

氏名又は名称 住所
所有株式数　　　　
（株）

発行済株式総数に対する　
所有株式数の割合（％）

モルガン・スタンレー・アセット
・マネジメント投信株式会社

東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号
恵比寿ガーデンプレイスタワー

1,025 5.09
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式  20,120 20,120
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 20,120 ― ―

総株主の議決権 ― 20,120 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 76,00077,00076,00073,00069,00063,000

最低(円) 67,00070,00067,00066,00062,00046,100

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 626,697

※2
 878,528

受取手形・完成工事未収入金 486,380 705,290

販売用不動産 ※2
 1,724,964

※2
 1,680,773

仕掛販売用不動産 ※2
 1,023,120

※2
 1,535,438

未成工事支出金 ※2
 107,315

※2
 103,081

その他 83,757 82,168

貸倒引当金 △2,918 △4,231

流動資産合計 4,049,318 4,981,048

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1, ※2
 225,594

※1, ※2
 235,822

土地 ※2
 476,776

※2
 476,776

その他（純額） ※1
 29,746

※1
 14,205

有形固定資産合計 732,117 726,805

無形固定資産

のれん 12,914 13,306

電話加入権 127 127

無形固定資産合計 13,042 13,433

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 238,056 247,676

その他 113,110 91,459

貸倒引当金 △4,834 △4,912

投資その他の資産合計 346,332 334,223

固定資産合計 1,091,492 1,074,462

資産合計 5,140,810 6,055,511

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 146,873 771,412

短期借入金 ※2
 818,370

※2
 801,600

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 851,468

※2
 1,135,708

1年内償還予定の社債 205,000 240,000

未払法人税等 7,778 90,518

賞与引当金 6,501 5,823

完成工事補償引当金 4,078 4,358

その他 93,293 105,096

流動負債合計 2,133,364 3,154,517

固定負債

社債 740,000 535,000

長期借入金 ※2
 70,940

※2
 103,204

固定負債合計 810,940 638,204

負債合計 2,944,304 3,792,721
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 578,800 578,800

資本剰余金 317,760 317,760

利益剰余金 1,345,406 1,390,931

株主資本合計 2,241,966 2,287,491

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △45,460 △24,701

評価・換算差額等合計 △45,460 △24,701

純資産合計 2,196,506 2,262,789

負債純資産合計 5,140,810 6,055,511
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 2,275,330

売上原価 1,958,029

売上総利益 317,301

販売費及び一般管理費

役員報酬 32,880

給料及び手当 66,662

賞与引当金繰入額 2,860

法定福利費 15,316

販売手数料 17,546

広告宣伝費 42,551

租税公課 21,256

支払手数料 41,065

減価償却費 10,884

のれん償却額 391

その他 31,173

販売費及び一般管理費合計 282,588

営業利益 34,713

営業外収益

受取利息 535

受取配当金 4,977

受取賃貸料 4,183

雑収入 6,669

営業外収益合計 16,365

営業外費用

支払利息 26,028

支払保証料 3,025

雑支出 6,219

営業外費用合計 35,272

経常利益 15,805

特別利益

投資有価証券売却益 870

特別利益合計 870

税金等調整前四半期純利益 16,675

法人税、住民税及び事業税 6,697

法人税等調整額 5,202

法人税等合計 11,900

四半期純利益 4,775
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年7月１日
 至 平成20年9月30日)

売上高 1,172,335

売上原価 1,010,397

売上総利益 161,937

販売費及び一般管理費

役員報酬 14,640

給料及び手当 33,524

賞与引当金繰入額 1,095

法定福利費 6,921

販売手数料 8,903

広告宣伝費 19,242

租税公課 12,508

支払手数料 24,320

減価償却費 5,440

のれん償却額 195

その他 15,949

販売費及び一般管理費合計 142,742

営業利益 19,195

営業外収益

受取利息 247

受取配当金 1,085

受取賃貸料 2,021

雑収入 1,343

営業外収益合計 4,698

営業外費用

支払利息 13,139

支払保証料 1,765

雑支出 4,957

営業外費用合計 19,862

経常利益 4,031

税金等調整前四半期純利益 4,031

法人税、住民税及び事業税 △2,323

法人税等調整額 5,752

法人税等合計 3,428

四半期純利益 602
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 16,675

減価償却費 12,791

のれん償却額 391

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,391

賞与引当金の増減額（△は減少） 678

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △280

受取利息及び受取配当金 △5,512

支払利息 26,028

売上債権の増減額（△は増加） 218,909

たな卸資産の増減額（△は増加） 463,893

仕入債務の増減額（△は減少） △624,539

前渡金の増減額（△は増加） △19,510

前受金の増減額（△は減少） △4,662

未成工事受入金の増減額（△は減少） △4,203

その他 8,294

小計 87,563

利息及び配当金の受取額 5,512

利息の支払額 △25,808

法人税等の支払額 △88,626

営業活動によるキャッシュ・フロー △21,358

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,917

定期預金の払戻による収入 20,073

投資有価証券の取得による支出 △60,360

投資有価証券の売却による収入 35,844

有形固定資産の取得による支出 △18,103

保険積立金の積立による支出 △336

長期貸付金の回収による収入 2,541

その他 418

投資活動によるキャッシュ・フロー △90,839

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 16,770

長期借入れによる収入 110,600

長期借入金の返済による支出 △427,104

社債の発行による収入 295,962

社債の償還による支出 △130,000

配当金の支払額 △50,204

財務活動によるキャッシュ・フロー △183,975

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △296,174

現金及び現金同等物の期首残高 644,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 348,037
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間か

ら、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会

計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第

９号)を適用し、評価基準については、原価法から

原価法（収益性の低下による簿価の切下げの方

法）に変更しております。

なお、当該変更に伴う損益に与える影響はあり

ません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末 

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

143,743　　　　　　 千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

130,951千円

※２　担保提供資産及び対応債務
　　　　担保に供している資産およびこれに対応する債
　　　務は、次のとおりです。 
　　(イ)担保に供している資産

    現金及び預金 37,124　千円

　　たな卸資産 1,493,499

　　建物 191,592

　　土地 362,180

　　投資有価証券 102,529

    計 2,186,925

※２　担保提供資産及び対応債務
　　　　担保に供している資産およびこれに対応する債
　　　務は、次のとおりです。
　　(イ)担保に供している資産

    現金及び預金 37,088千円

　　たな卸資産 1,779,717

　　建物 200,438

　　土地 362,180

    計       　2,379,424

　　(ロ)上記に対応する債務　

    短期借入金 818,370千円

　　一年以内返済予定の
851,468

　　長期借入金
　　長期借入金 70,940

    計 1,740,778

　　(ロ)上記に対応する債務

    短期借入金 801,600千円

　　一年以内返済予定の
1,135,708

　　長期借入金
　　長期借入金 103,204

    計 2,040,512
 

　３　受取手形裏書譲渡高
259,501 千円

　３　受取手形裏書譲渡高

             220,477千円

　

　

EDINET提出書類

株式会社誠建設工業(E04049)

四半期報告書

19/26



(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 626,697千円

預入期間が３か月超の定期預

金
△278,660

現金及び現金同等物 348,037千円
　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,120

　

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 50,300 2,500平成20年３月31日 平成20年６月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)  　　　　　　　　及び

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  当第２四半期連結会計

期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自　平成20年７月１日　至　平成

20年９月30日) 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末

残高相当額

取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

四半期末残高
相当額
(千円)

その他(工具器具
及び備品)

6,974 4,158 2,816

②　未経過リース料期末残高相当額

１年以内 1,298　千円

１年超 1,570　千円

合計 2,869　千円

③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

    （四半期連結累計期間）

支払リース料 755　千円

減価償却費相当額 697　千円

支払利息相当額 27　千円

    （四半期連結会計期間）

支払リース料 377　千円

減価償却費相当額 348　千円

支払利息相当額 12　千円

 

④　減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

　・減価償却費相当額の算定方法

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっ

ております。

　・利息相当額の算定方法

　　　リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当

額とし、各期への利息配分については、利息法によっておりま

す。
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(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

区分
取得原価
(千円)

四半期連結貸借対照表
計上額
(千円)

差額
(千円)

株式 219,865 154,632 △ 65,232

その他 94,852 83,423 △ 11,428

計 314,718 238,056 △ 76,661

　

(デリバティブ取引関係)

当社のデリバティブ取引には、ヘッジ会計を適用しているので該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報)

　【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「戸建分譲住宅事業」の割合がいずれも

90％を越えているため、記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

海外に対する売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

109,170.32円 112,464.70円

(注)　１．１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,196,506 2,262,789

普通株式に係る純資産額(千円) 2,196,506 2,262,789

差額の主な内訳 　　　　　　　　　　　　　　― 　　　　　　　　　　　　　　―

普通株式の発行済株式数(株) 20,120 20,120

普通株式の自己株式数(株) 　　　　　　　　　　　　　　― 　　　　　　　　　　　　　　―

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

20,120 20,120

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 237.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 4,775

普通株式に係る四半期純利益(千円) 4,775

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 20,120
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 29.96円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 602

普通株式に係る四半期純利益(千円) 602

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 20,120

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

株式会社誠建設工業

取締役会　御中

　

  新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
公認会計士　　伊　藤　嘉　章　 　　　印

業務執行社員

　

　指定有限責任社員
公認会計士　　豊　原　弘　行　　 　　印

　業務執行社員

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社誠建設工業の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社誠建設工業及び連結子会社の平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報

 　　告書提出会社が別途保管している。

 ２． 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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